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高知沖trench slope breake上の海丘群の潜航調査

岡村 行信 ・1 ・田中 武 男 ＊２・中村 光一 ＊1

高知沖大陸斜面のtrench slope break 上|こ位ｌ する足摺淘丘・室戸海丘lごお

いて，「しんかい2000 」による潜航調査を行った。両両丘は，土佐洵盆を緑どる外

緑隆起帯を朏成し，第四紀の間成 長し縊けてきたと考えられる。

足搦海丘は。 足摺岬の南東約60b に位置し. NE-SW 方向のトレントを持つリッ

ジ状の淘丘である。頂部の水深は。約550 ・で周囲の平坦部より約500m の比高を

持つ。南東側斜面の大部分は，径数c・～数ｍの角礫Ｒ:よ って 植われており。所々lこ

あ る平担部は りツプ ルマークの発達した砂が分布する。黒潮による強い流れのため

（40cl ／ｓec. ｇ 上），リップ ルマークは現在も移動・形成されつつある。角羲は石灰

質の砂岩および 泥岩で， 後朗鮮新世～ 前期更新世の微化石を含む。 南東斜面の水深

約700 m の地点から仁。 地下水の湧出を暗示する Ｖｅｓtｉｍｏtifeｒａ が発見さｈま。ー

一方，足摺廊丘頂邸直下の北西廁斜面|こは，北西剥へ傾斜した固い石灰鬟岩が露出

している。地質調査所が実施した音波探査から。本海丘は崗東側を釿瓸|こ切られ。

北西側へ傾勁隆起した地層から榊成されて いると推定されている。 南東刺斜面の角

曚は， 断層崖の崩埴によって形成されたと考えられる。この角轢が後期鮮新世～前

闡更新世のものであるということは，洵丘の隆起が第四紀にはい･，てから開始した

こ とを示しており，その断麪は最近も活動的である可能性が高い。

室戸海丘は室戸岬の南方約30k・に 位置し，ほぽNNE-SSW 方向のトレントを持

つ。111頂の水深は約250 m であるが， 水深 詞Om 以浅は比較的 広く平担である。山

頂東側の水深380m 以 浅は，ほぽ全体が均賢で範理面のはっきりしないシルト岩から

なる。 シjレト岩は軟らかく，鮮新ll叱後半のナンノ化石を含む。 水深380  m 付近では

シルト 岩を極薄く砂質泥がIXIつてい るが（５・ 以下）頚部|と近づ くにつれ尖滅し，

かわ って礫が多くかつ大きくなる。 水深330 m 付近では，径数ｃｌ～ 数十ｃ・の踈が密

集しているところと全くないところが交互に出現する。その西側では，礫が全くな

くなり シJレト岩の全ii露頭となる。轢種として荼色うぽい同い シルト岩角礫が大部

分で，ほかに石灰岩角即， 砂岩円礫および軟らかいシjレト岩円礫などがある。石灰

岩に|』|こは，後潮鮮新皀～前期更新世の有孔虫化石が含まれる。こ れらの礫は，その

表而は冊らかであるこ とから，断層崖の崩壊などICよって生成されたもので1まなく，

本局丘を 構成する歓らかい シルト岩巾|と含まれていたものが， 強い底晒流によって

洗い山されたものと考え られる。洵丘が後期鮮新世のシルト岩から構成されること

から。 その形成は第四紀にはい ってからと考えられる。
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Diving  survey of the knoUs  on the trench slope break

off Kochi, Southwest  Japan

Yukinobu  Okamu  ra *1 > Takeo Tanaka

and Ko-ichiNakanwra*'

Asheuri  and  Muroto  Knolls  which  are ridges on  the trench slope break

off  Kochi  were  surveyed  by  the submersible  "SHINKAI  2000".  Both  ridge:

are outer ridges fringing the Tosa  Basin and are inferred to have grown  during

Quaternary  period.

The  Ashizuri  Knoll  is a ridge trending NE-SW  about  60  km  southeasl

from  Cape  Aahituri. It  rises up about  500  m  from  the surrounding  terrace to

a  water  depth  of  about  550  in. Its southeastern slope is mostly  covered  by

angular  gravels. The  diameter  of the gravels varies from a few centimeters tc

more  than  a few  meters. The  remainder  of the slope is covered  by  rippled

sand  on  the  Hat terraces on  the slope. Growing  and  migrating ripple marks

caused  by  the  strong  Kuroshio  Current  (more  than  40  cm/sec.)  were

obser/ed.  Gravels  are composed  of calcareous sandstone and siltstone which

contain  Late Pliocene - Early Pleistocene foraminifera fossils. Vestimentifera,

a  tube shaped  organism,  was  discoveied at , depth  of 700  m,  suggesting the

welling  of underground  water. The  northwestern  slope of the knoll is under-

lain by  bedded  hard  calcareous rocks dipping northwestward.  It is inferred

from  the  seismic profiles obtained  by  Geological Survey
 of  Japan  that the

knoll is composed  of  uplifted and  northwestward  tilted sequences  of which

the southeastern side are cut by faults. The  gravel on the southeastern slope

is consideied  to be formed  by collapse of the fault scarps. The  occurrence  of

Late  Pliocene to  Early Pleistocene fossils from the gravel indicates that the

uplift of the knoll had  begun  sometime  in the Pleistocene age It  is quite

possible that the faults at the southeastern side of the knoll are still active

Hie  Muroto  Knoll  is u NNE-SSW  tiending knoll located at 30  km  south

from  Cape  Muroto.  Its  top is located at a water  depth  of about  250  m, and

the part shallower  than 340  m  is relatively flat and  wide. The
 part of the

eastern slope  shallower  than  380  m  is underlain  by  massive  and  semi-

consolidated  siltstone which  yields Late  Pliocene nannofossils. The  thin

cove,  of sandy  mud  (less than 5 cm)  at the depth of 380 m  thins
 out towa,d

the (op  of  the knolf and  gravel become  abundant  and  large. Dense  gravel

cove,  and  outcrops  of  siltstone appear  alternatively at intervals of several

meters  on the flat bottom  at a dtp.h  of  about 330  m. The  gravel disappear

to the west Where  the underlying  siltstone is totally exposed. The  giavels aie

a few  centimeters to 1 m  in diameter  and  composed  mainly  of liaid. angular

and  brownish  siltstone. Other  constituents of the gravel a,e angular micritic

limestone,  well  lounded  hard  sandstone,  and  rounded  semi-consolidated

siltstone. The  limestone  contains  Late  Pliocene  to  Early  Pleistocene
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foraminifera fossils. The  smooth  surface of the gravel suggests that they are

not  of  tectonic origin. It is inferred that the gravel is residuals contained in

the semi-consolidated  siltstone which  was  gradually washed  away  by  the

strong  bottom  current. The  growth  of  the Muroto  knoll began  during the

Pleistocene because the knoll is composed  of late Pliocene siltstone.

1. はじめに

高知沖の大陸斜面上には，陸側から大睦棚・鵑

弧海盆・外緑隆起帯・内側海溝斜面そして南海ト

ラフと順次配列しており，島弧一海溝系に特徴的

な地形・地質榊造を有する。萠弧梅盆に相当する

土佐海盆から大陸棚にかけては。比較的ゆるやか

に傾斜した新第三系・第四系 が分布している。こ

の前弧海盆と，複雑な地質構造を呈する内側海溝

斜面との境界であるtrench slope break 上には，

足摺海丘・西室戸波丘 一室戸海丘などの小海丘が

断続的な外緑隆 起地帯として，土佐海盆をふちど

っている（図 １）｡足摺海丘および西室戸海丘は，

図 １　 高知沖の 海底地形図お よび潜航地点。Ａ：足 摺海
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Balhy  metric chart off Kochi and  the dive si-

tes. A  : Ashizuri knoll, M  : Muroto  knol)



ほぼ島弧方向に平 行な ＮＥ方向のトレントを持つ

のに対して。その北東側の室戸 海丘はほぼNS 方

向になる。 室戸海丘の北側延長は，室戸海脚から

四国山地の剣山に達し， 鵬弧方向に大きく斜交す

るNS 方向の 高まりを形成している(茂木，1975) 。

地質調査所が1982 ・ 1983 年に実施した海底 地

質調査結果によ ると（岡村・上嶋，1986; 本座ほ

か，1984 ），これらtｒｅｎｃｈ ｓ10pe break 上の洵丘

群は，著し く断層・褶曲の発達した鮮新統の複背

斜構造からなっている．複背斜術造は第四紀にな

ってから形成され始め，現在も成長している可能

性が高い．1946 年の南海道大地震時には，土 佐

梅盆底下の陸側へ傾斜したスラストが活動したと

予想されており（Ａｎｄ０,.1982 ）.そのスラストの

洵側延長は 足褶海丘付近に達する． 又, trench

slope break を境として．その海側の内 側海溝斜

而域には，多くの島弧方向の断層・褶曲が発達す

るのに対して （Ｙｏｎｅｋｕｒａ，1983 ），その陸側の

前弧海盆域では． 南北方向の構造が顕著になると

ともに．断屑・褶曲 の密度が若しく小くなる（岡

村・上嶋，1986 ）．

このように，高知 沖のtrench slope break は，

2. 地質構造

2.1　 足 摺海丘

足搦海丘は足摺岬の南東約60kllに位吐し，ほぼ

32 °30'

現在もきわめて活動的である上に，地質術造上の

大きな不連続線でもあると考えられる。 その 地質

構造と形成 メカニズ ムを解明することは，沈み込

み帯付近での変型プロセスあるいは。巨人地震の

発生メカニズムを理解するためＲ:重要で ある。特

に高知沖ではtrench slope b ・ak が他の沈み込み

帯に比較して浅い所にあり，「しヵ小2000 」によ

って直接潜航調査が可能であ るという大きな利点

をもりてい る。

木報 告で は,  1985 年 ７月 に行 な った足 摺海「iお

よび室戸洶 丘で の 「 しん かい2000 」|こよ る 潜航

凋査 と，そ れＲ:先 だ って 】985 年 ２月 に 行な っ た

!μ前調 喪の内 容 と紹 介 し， 若 干の 考察を 述 べる。

実際の 潜航 調査は ， 室戸 梅 丘で Ｉ同 （岡 村）， 足

摺 海 丘で ２回 （lllrll，中 村 ）行な-l た。

謝辞: 堀 用宏 海洋 科学 枝 術 セ ンター深 海研 究 部

長には， 今回 の 高知 沖の 一一述 の調 仙 こ参1111する機

会を 与えて ドさり， 厚 くお礼巾 し 卜｡げ ます。 乂，

実 隊の,淵111111に は，|」』||】･７ 火司令を は じめ と す る

「 しんか い2000 」運 航 チームの 方々， 浜中 利 人船

長をは じめと する| ’なつ しま 」乗11旧 の 方 々お よ
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図 ２　 足拙 海丘の地形および構造図。Ａ－Ｂ：図3

の 音被探 査記録位置。

Map showing the bathymetric contour

and faults around the Ashizuri Knoll.

Ａ一Ｂ : position of seism  ic profile in

fie. 3.

図３　 晁徊海｢iを櫺断 する1‘i陂 探在記録。 位iIRは

図 ２参照。

Seismic profile of the Ashizuri Knoll.

Position is s】loｗｎ in fig. 2.
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び 海洋科学技 術セ ンター深海研究部の 方々にた

いへんお世話になり深く感鴣丿疲します。又， 奈良

教育大学の 西田史朗教授には ナノン化石を，地貿

調査所西村　昭氏|こは有孔虫化石を分析して 頂き

お礼巾し上げます。



N60 °Ｅ方向のトレントを持つリッジ状の海丘で

頂部の水深は約550 m である（図２）。土 佐海盆

南側の外繊眺起帯を形成している。頂部から北西

側（海盆側）斜而は海盆底に向って傾斜した新第

3 ３ °００'･

１３４°10″

図 ４　 宅戸 勧Ei の地 形およ び 睛造 晧【。 Ｃ－Ｄ ： 図

５の ざ波探 査記 録 位置。

Map showing the bathymetric ｃｏｎtｏｕｒ

and  faults around l 】le Ｍｕrｏtｏ Knoll.

Ｃ－ Ｄ : poｓitｉｏｎ ｏｆ seismic profile in

fig. 5.

三系・第四系から成り，第四系は斜面上部で薄化

・消滅する（図３）。頂部のすぐ南東 側には。 南

落ちの断層が新第三系を切っている。 有孔虫の予

察的な分析鈷果では，足摺海丘を構成する岩石は

ほぼ鮮新世の を,のと考えられる（西村 昭:私 信）。

2.2　 室戸海丘

室戸海丘は室戸岬 の南方約30㎞に位置し。水深

約250 ～350al の比較的広い頂部を持つ海丘であ

る（図41 ）。ほぼＮＮＥ方向の トレントを持つ。 南

西側の西室戸 海丘から北側の室戸海脚へ連らなる

土 佐海盆朿縁をふちどる隆起帯の｜つである。 西

側（洵盆Ill）斜面は，洵盆底に向かって傾斜する

新第三系・第四系が分布する。第四系は梅丘頂部

に向かって 薄くなり 消滅する（図５）。 頂 鄒は断

層・摺曲の 発達した主に鮮新統からなる。東側は。

南東落ちの断層群によって 叨られている。この断

層群は。室戸両脚から西室戸海丘まで辿続するも

ので，1000 m 以上の落差を持つ。

3. 深海曳航調査

潜航凋査の５ヶ月前の1985 年２月 に， 深海曳

航式探査システムを 川いた事前調査を実施した。

サイドスキャンソーナーの曳航調査は， 足摺海丘

で６時間， 室戸 海丘で２時間行い。 カメラの曳航

凋査はそれぞれの海域で７時間および３時間 ずつ

行った。「なつしま」を川いて調査し，その船位は

ロランＣにより 決定した。曳航体の 水中位置は，

リレートランスポンダが哽111できなかったため。

通常バ･。クアッブとして使川lしているケーブルの

絶対角及び ケーブ ル艮から計算で求める方法で行

った。ソーナー曳航体の記録レンジは片舷1.000  m

と し， 海底 而上120 m を 約２ノットの 速度で曳

航した。図６に足摺洵丘におけるサイドスキャン

ソーナーの記録から得られた解釈図を示 す。 また

図 ７及び図８にカメラ曳航体を使用して観察した

足摺及び室戸|;li洵11の底質分布を示 す。

図5　 ・E戸海r1を横断 する肖波探 査記録。QII゛1は

図 ４参照。

Seismic profi  le or Ihe Mｕl･ｏto lくnoli.

Position is shown in rig. 4.
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3.1　 足摺海丘

ソーナー記録によると，足駟海|;:の陌部を中心

に 水深600 m 以 浅の 部分は令体的に反射が強く，

岩石あるいは 机粒堆砧物が広く露111している。 海

li:のド部は反射が弱く。釉|粒雌睛物に広く技われ

lii



図６　 足抱 海丘のサイドスキ ャンソーナーによる底貿分布図。

Map showing sea-bottom ｍａtｅｒial of tｈｅ Ashizuri Knoll 1nfeｒｒed from sonograph

of side-scan sonar.

図７　足掴洵丘の深梅テレビカメラSこよる底質分布図。

Map showing sea-bottom material of the AShi ｘ駄｢i Knoll identified by deep-sea TV
｣mage.
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μ18　 宗戸海斤の深海テレビ カメラによる底?1r分布図。

ている。洵丘をUJ るような顕著な方向 性は見られ

ず。 すべての忽応や線状 地形は海ａの 地形に 支配

されている。 なお。強い反射であっても火山岩の

露頭を示すようなものは ない。

カメラ記録によると， 頸部周辺は略黒色の角礫

や円礫が一面に覆ってい るが，町 以だけで は礫机

を判睛することはで きない。 水深700 ～750m に

は，リップ ルマ ークが発達した底IM 流の強い鬧域

がある。750m 以 深は細 粒の 堆陋物がl:i.越して，

ところどころに角礫が点 在している。 また頭部川

辺の傾斜の忽変地点では，この洵jiを 形成してい

ると 考えられる堆積岩が餓出している部分もある。

斑点 状に白く光る小さな物質もスチール町 八でと

らえられた。

JAMSTECTR DEEPSEA RESEARCH　 １１９８６）
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3.2　 室 戸海 丘

室戸 海丘は図 ８に 示 され るよう に，岡 結 した 堆

瞶 岩を 覆 って 円礫 や 角礫 およ び砂 が分 布している。

ま た水深500 ～600m に は リ･ｙプ ル マ ー クが･ μ越

して い る脯域 があ る。 水 深600m 辿 東の堆積岩露

卜U地域 には， 多 くの 小崖 が 見られ る。 また露 頭 も

強 く乱 されて おり ， 比較的 新 しい 断肘に よ る変 動

の疲跡で あ ると 考え られ る。尚 水深6（）O祠 ヽ1近 に

は 。 シロ ウ リガ イ（ｃａ）yptｏｇｅｎａ sp. ）と 思わ れ

る 貝般 の密 繋し た地 点が あ る。 こ のJIIUI辺の 貝は す

べて 死 貝か らな って い た （写 真｜ ）。

4. 潜航 調査

4.1　 第180 回 潜 航 （足 摺海丘）

足捐 細li の･jg前,鞫ｉ に よｰ, て， そ の存在 と分 布

が 刊明 し たり･ｙブ ルマ ークの 発述 し た価域 や，11.1

Map  showing sea-bottom material of the
Muroto  Knoll identified by deep*sea TV

image.



頂付近の角礫お よび露岩や白く光る斑点 等の 観察

と採取を目的|こ，海丘の南 東斜面に羞底 し。 山頂

へ上るとい う計・ で柑航を 試みた。しかし。南西

方向からの 潮流が非常に強く， 潜水船は下降及び

上昇時 に約1,0DOm 程北東へ流されてしまった。

また着底した後も，40cl ／ｓを超す強い 流 れの た

め，当初予 定した退路 がとれず，潮に向かう方向

(西南西) に進みながら除々に海丘を上昇していっ

た。その後，離底の約30 分前に淮水船に搭 載した

サブボトムプロフ ァイラ ーによる測定を行 った。

4.1. a　 第180 回潜航記 録

年月日：　1985 年７月20 日

ハッチ閉愬時間：　 ６時間08 分

彖大潜航深度:　710 m

海象状況：　 天候bc ，風向s ，屆力２，うねり１

視程８浬

海底状況：　 底質砂，後に角礫。 視程９ ｍ

潮流60' 方向 へ　0.8 ～0.9 ノット

10 : 41　 高度20 爾でツリム作成，着底地点へ行

くため Ｃ。230 ° 3速で前進。

1L54　 約 】時間航走したが｡220 °方向から1.2

ノット位の強い流れがあり目標地点へ

行けない。これより着底。

潜航開始地点：　北緯32 ’ 29.0’，東経133 °38.0'　11 : 57

乗船者：　観察者

潜水船船畏

潜航士

田中武男

内田徹夫

桜井利明

潜航開始時刻:　09 畤59 分

浮上時刻:　15 時29 分

潜航時間：　　５時間30 分

海底が見えて きた。 リップ ルマ ークが

見える。底質は砂｡230 °方向から4Gcni/s

を超す強い流れがある。礫も点 在する

が，その周囲は流 れによってえ ぐられ

ている。

12 : 33　 固 結した堆積岩が爲出してい る。 また

周囲には貝殻 が散在してい る。 堆積岩

図 ９　 第180 同搬航の航跡と底貿 分布図。

Map showing ship track of di ｖｅ＃180 and s ｅａ-bottｏｍ ｆｅａtｕｒｅ.
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の周囲 にはチj, －ブ状の殻を持った生

物が見える。堆禎岩（1180 ／０１ －

１～３） 及び生物の採取を 行った が。

貝殻は脆く，マニピュレータでは 破片

しか回 収で きない。 眇は少し掘ると暗

黒色を 呈している。

13 : 06　 海底Ｒ:は礇が次第 に増えて くる。 砂や

泥の中に貝殻がパ ッチ状に 密集した部

分があ る。 いずれ も死 んだ貝で ある。

13: １３　CTFM ソ ーナーか らは，周 辺に崖等が

ない。

13 : 25　 堆積岩の 露頭があり，地側 がはう きり

見える。 北側に わずかに傾斜している。

岩石を採取 （・180 ／02 ）。

13:53　 採泥管によ る採泥。

14 : 00　 茶色の円礫を採収（1180 ／03 ）。

14:09　N －S 方向の線状 駟造が見える。250‘

方向 に進行 しているが前方がやや｀Fり

になって きた。 依然流れは強い。

14:22　 角礫が多く なり。 見かけ上砂泥より も

礫の 占め る割合が多い。 大 きな もの は

直径50・ 以 上。

14 : 25　 礫が多い。 しか し爲 岩そのものは見え

ない。 岩の間にチューブ状の 生物がい

る。

14:30　 サブボト ムプロファイラ|こよ る調査の

ために海底面上20m に浮上。

潜水船の航跡と観察した底質を図 ９に示 す｡尚。

本行動（第180 ～182 回潜航）においては, 潜水

船搭載のＳＴＤが損 傷したため，塩分濃度， 水温の

情報が得られなかった。

4.1.ｂ　底層流とリップルマーク

「しんかい2000 」は潜航開始直後から，水深

700 m の海底に至るまで, 潮流により北東方向に

流され続けた。降下中に流速の弱まった水深はな

かった。黒潮の流速断面図によると，流軸部では

水深600 m 付近まで20cm/s を超す強流れが存在

している（江口ら1983 ）。足摺海丘は。黒潮のほ

ぼ流輪部に位置しており，潜航地点は，足摺海丘

の南堆と北堆の間の狭隘部である。今回の潜航で

図10　A 地 点 に お け る り･ ，プ ル マ ー ク の 変 化 。 失 印 は 流 向 を 示 す 。

Ｍｉｇrａtion of l･ipple marks ａt location Ａ. Ｔｈｅａｒl'０丶￥　indicate ｃｕｌＴｅｎt

diｒｅｃti【】ｎ.
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観濱11された流速（40c・／ｓ. 水深710 m ） の大部

分は黒潮の直接の影響であるが，地形によ る流辿

の強化もあったと考えられる。

リ･,プ ルマ ークの波長は約15c・であ り。 平行り

ツプ ルが卓越して いたが（写真2 ）｡一部には舌状

リップルも見られた。 トラフ部の表而には白い有

孔虫 の殼 が集積してお り，流れ|こよりそれらの粒

子が後方|こ飛ばさ れて いるのが観察された。

潜水船の老底後。観察。 試料採取及び昼食のた

め。同一 地点 に留っていたところ，この18 分32秒

の間に，固 定式カメラは， リ･。プ ルマークが下流

に向 かって3. ５ ｃｌ移動 したことを明らかにした(1.9

・ ／分）【図 】O）。

図 ９のＤ地点で は長さ15c・の柱状試料を採 収し

た。 ここの海底表面は，泥が多く，そのll」|こ砂や

礫が分布して おり。 リ･ｙプ ルマ ークの発述した地

点とは様相が異っていたが。流速は40cl ／s であ

った。柱状試料の表黔1611 は軟泥に 覆われて いる

が，その下|ては。 厚さ6cl の淘汰の良い中柆砂Ｍ

がある。 この砂層は底層流の影響を受けて堆積し

たコンターラ４卜の諸性質をはっきりと持ってい

る。 ■理等の堆樋構匙ははっきりし なかったが，

逆の級化ｊＭＩ!を持ち砂舮iの ピドの境界はどちら も

シャープであ った。 砂の櫑成成分は，有孔虫，石

英。火山 ガラスが 主な ものであるが高緑石も多く

含まれて いた。この砂舮iの’ドには灰 白色の軟泥が

あり，その中に有孔虫の密集したパフチ状の部分

がいくっ か含まれている。

4.1.c　Vestimentifera の発見と採取

足摺海丘南東斜 而の水深700 m 咄点て チ。－ブ

状の唯物を発見，採収した。採取地点では リップ･

ルマ ークのあ る砂の中に， 角礫状になった堆 積岩

が南北方向に盛りあがり り･・ジを 作-,ている。そ

の角礫の周|川にIIIUI I 。14 さ20cllIIIのチ 。－プ状

唯物が見られる（町貞３）。６～７本のチ ューブが

】ケ111に集っており。それらは相 Ｑこか らみあっ

ていた。その 先端gこは，内部が黄緑邑，外部が赤

色の軟体部が頗を出しており，流れのIIIでたなび

いていた。このJ頡川こは貝殻が密 染していたが，

いずれも死貝であ る。･|哨i,凋1゙ iで発 見し た光る物

体はこれらの 貝殻であ った。採収を試みたが破片

のみしかII･11収できず，|･ij定はで きなかった。 また

岩石を楳 収し たあとの窪地にあ る眇は照色をljtし
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ていた。

採収したチ。－ブ状生物は詼の調在で，熱水噴

出孔やフロ リダ沖などの非熟水性ベンドで特 火な

生態系 を形成してい るVest ｉｍｅｎtifeｒａであ るこ

とが字||明した。（人111ら，1986 ）貝の密架, Vesti-

ｍｅｎtirerａの存在.jM 笆を呈する底貿。海r1 を 形

成する活発な断層迎動等の諸条?|;は，これ ら生 物

肝も断Ｍに伴なう深洵湧水によって保持さ れてい

る可能性があることを示している。

4.2.ａ　 箔181 回潜航（室戸海丘）

深海洩航テレビカ メラによるi･li前調査より。山

頂部の広い屁岩城と 水深650  in付近の小１ 分布域

の２ヶ所が。榊航候 補地点となった。 木海G 二の地

質・櫑造をよりよく汨】るには。広い露岩畳での観

察の 方が有効であろうと考え，山 頂の東』ﾋ東約 ２

㎞の地点より111須を目指す計画とした。海而付近

は2kt 程度の潮流があり，潜航調査が可能か危ぶ

まれたが，着底点は洫 れがほと んど なく穏やかで

あった。山頂1ζ二近づ くにっ れ。 洵lfliとは 逆の西へ

流れが強くなり，¶!|陌付近で急に強い1こ昇流に 巻

き込まれ，やむな く浮11 した。 海底のほぽ全域は

均貿でIM 理のほと んど ない シルト岩で櫑成されて

おり。それを 皚う表IM 堆積物は，i? 底点 付近で は

ごく薄い砂泥であったのが。砂礫，礫。とj順次変

化し，山江i付近で は礫 もほと んどなくなる。

4.2.ａ　 第181 回潜航記録

年月日 :　1985 年 ７月22 1:|

潜航開始地点 ：　 北緯32*  57.7‘ 東経134  * 12.7’

乗船者：　観察 者　　　 岡村行i,1

濳水船船 長　JI;1111E比占

潜航士　　ITI 代省-ﾓ

附 航開 始時11h　12  I# 33 分

浮1111籾||:　　　15 11¥50 分

潛航叫 駟1:　　　　3 時問 Ｉ？分

八･ｙチ閉鎖時間：　 ４時 間17 分

最 人鵬航深度：　 ３８０ ｍ

海象状況：　 人候bc ，朋向NNIS ，鰔jJ3. 波浪

２．うねり 】， 視程8j!11

海底状況：　 吹質　 砂礫まじり泥か ら後に礫，嵋

岩　 縊『１１　８ ｍ． 潮流　ほと んどなし

１３：01　 着底。II/さ数cllの眇まじ りijtlが シルト

排を 跨う｡ ，qi々 に1:･5さ数|･ｃ・の シル1･



岩の出恨りがある。

】3 : 20　250* 方向へ航 走開 始。数ｃａ大の 礫が

散在し。まれIC50c・大のもの もあり。

13:26　 正面よりやや右からの潮流。

j3 : 41　 礫が多く。 大きくなりだす。赤い 魚多

い。

13:47　 眇泥がほとんど なくなり，シルト岩上

IC5 ～10c・ 大の礫が散在している。

】3 : 50　10elg 上の 礫が多くなり，パ ッチ状の

分布をする。

13:56　 礫が密築して，基盤の シルト岩が全く

見えない所と， 礫がほとんどない シル

ト岩の 露出域が数ｎﾖ～十數ｍ間隅で出

現する。 シルト岩は均質で層理面 が見

えない。

Ｍ ：１２　かなり急傾劉の シルト岩の出 っ張り が

見えたが。潮流に押されて停止不可能。

底質の状況は変化な し。

14 : 30　 礫５ケと塞盤の シルト岩片の サンプ リ･

ング。 シルト岩は脆く， マニ ピ，レー

１　　　 夕でつ かむとこわれることが多いが，

数cl 大のものを数ケ，絹に入れること

】５：Ｏｊ　ができた。

】5:pl　 それまで礫の大部分を占めていた茶褐

色の角礫が減少し，灰色のシルト岩円

礫が多くな る。

15:j5　 礫 の量が少 なくなる。

15:1 ？　シルト岩円礫が点在するのみ。

15 : 22　 礫は全くな くなり， シルト岩が海底全

而に霪出している。 今まで平滑だった

海底面Ｒ二，数ｍ程度の起伏が現われる。

15 : 25　 上昇渣に巻き込まれ。海底 が見えなく

な る。下降しようとしても，海底に近

づけない。潜水船がかなり揺れる。 調

査を断念し， 浮上開 始。

4.2.b　 礫 の成因

室戸海丘の地質・構造の解明を主目的として 潜

航調査を行ったが，広範囲のシルト岩の露頭は 確

図11　 第181 11!1涓航の航跡図。Ａ：柱状試刺採取点，Ｂ： 岩石試料採収点

Map showing ihe ship  li･ack ｏr dive 霏181. Ａ : Core sample. Ｂ:Ro  ck sample
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図12 第j81 回 潜航地点の底貲分布および海流 方向の榎式図。

Shematic figure ｏｆ sea-bottom ｍａtel･ｉａｌ and current

directions at tｈｅ location of dive 1 181.

ｅ

認されたものの，㈹理而が不明瞭で，地質枯辿 の

解明 は果たせなかった。 それで も，基盤のシル1、

岩を心接採襲できた意義は大きい。 また， シjレト

岩上に分布す る極めて異常な礫の存在 が明 らかに

なった。この礫の特徴を述べ，その成因について

若干の考察を試みる。

符底点（水深380 m ）付近は， 砂泥中に数cl 大

の礫が点在し， 稀に50cl に逹するものもあ る（写

真４，図12 ）。水深350 m 以浅では。 砂泥 が少な

くなり，礫が多くなる。 そこ から陌部に近づくに

つれて礫 が多くかっ 人きくなる。 しかも，数 ｍ程

度の範岨で礫が密集してい るところと（写真５），

礫がほとんどなくシルト岩の平滑な露頭と が（ 写

真６）。交｡心こ出現する（図 ）2）。礫 の密集してい

る所で も。礫ど うしの隙間からシルト岩の基盤が

見え，礫層の厚さは極薄いものである。この付近

の海底は平滑で 露岩の出 っ張りもほと んどない。

礫を採集した地点の四側で， 礫が少な くなり始め

軟らかい シルト肖 の円礫 のみが点在するようにな

った後，礫はほとんどな くなる。 シルト岩の令而

18･i

露頭となり，数 ｍ程度の起伏が現れる。

礫の 大部分は，茶栂色の固いμj礫である。 その

ほか。白灰 色のかなり 同い石灰岩角礫，略灰色の

1･i!lい砂岩FII礫，灰色の軟らか いシルト岩円礫など

がある。礫径は，10 －20cl程度の ものが多いが，

ｌ ｍ近い巨礫もある。 茶褐色の岡い角礫は，マ ト

リックスの多い シルト岩であ る。マトリックス中

Ｒ:は，水酸化鉄と考え られる【爾 菫２～ ４ミクロン

程度の 荼色っぽい球状の柆 子がみ られ る。 石灰 岩

は， シルトサイズの砕呎柆y･ をａ む ミクロ ラ４卜

であ る。 砂岩円礫は， 室戸岬 付近に総出す る四万

十南帯の ものによく似ている。軟らかいシルト岩

円礫は， 基盤の シルト岩とI･ilじもので。マニピュ

レ ータでつかむと罰 唯に埴れてしまう。

礫の人部分が角礫であること，非常に歓らかい

礫が混在することなど から，海岸あ るいは河川な

どの 水流の強いところで。 これらの礫が形成され

たとは 考えにくい。乂。洵,11頂部の非常に平坦な

ところに 分布すること から。 海底地辷りや崖雛堆

4,11物であ る･4能抃も薄い。 今のところ，Ｍ盤の シ

JAMSTECTR　DECPSEA RESEARCH　!19861



図13　 第182 回潜航の 航跡と瓜 貿分布図。

Map showing ship track or dive ＃182 and ｓea-bottｏｍ

ｆｅａtｕｒe.

ルト岩巾に含まれていた礫 や特に圃い部分が.jM

潮によって洗い出されたのでは と考えて いる。

肉眼では 表削堆秘物の全くないシルト岩の蹣盤

上で も，潜水船のプロペラによ･つて 起こされる水

流によって泥が舞上がる。 この泥は他所より運搬

堆積した ものでなく，固 結 の|一分でないシルト岩

よ り分離したものである可能性 が位い。 黒潮によ

って。 シルト岩の柵成粒 子が少 しずつ分離され流

さ れることにより。 その中のFI い部分だけが礫と

して残されたと考えている。 第四紀に成艮したと

考えられる摺lill ・ 断JM もシルト岩の侵食を助けた

だろう。四万|･一帯に1=11来すると 考え られる砂岩円

礫が，現在の地形で室J.｣･岬よりU‘(接運ば れること

はｲ 殞1能である。海Jil つに も四 万|･ 帯|こ相｀!iす る

ものの露出はない{ 岡村　!l 嶋｡1986} 。この|.lj

礫は。 シルト岩鵬盤の堆積時|て嵯鯏から運ばれて

きたものが。洗い出された ものであろう。

礫の密傑する部分と 企くない部分がど うして|髟
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成されたのかは 不明であ る。 シルト岩中の固い部

分が元米そのような配置を持 って いたのか，ある

いは礫の形成後再配置さ せる突発的なかつ 強力な

水流が発生したのかもし れない。

4.3　 第182 回 潜航（足摺海丘）

第180 回潜航に続いて本潜航は再び足摺海 丘で

実施された。 第180 回 潜航は，強い潮流に流され

山 贖へ 上がるということ がで きなかった。 流れの

方向は，本海域における黒潮の一般流向で もあ る

が。同昨に足摺晦丘の 尾根筋の 方向で もあり，地

形に規定されて流速が大きくなっている可能性 が

あることは既に述 べた通りである。 尾根筋の 方向

は地貿構造に 丈配さ れており，ほぼ足摺海11 を構

成する地Ｍの 走向 方向に なるため （図 ２、３），流

れを切って走らなければ。例え地川が海底に鱗出

していても，咒なった川凖の 地丿冖を観察すること

はできない。 そこで 木潜 航で は。第180 搬航より

も浅い地点 から，流れに 対して斜交して逃むこと



により．尾根筋を 横断 することを試み，幸い 潮渡

もさほと強くはなく． 所期の目的の ルートを 航走

することができた．

しかし，足摺海丘の尾根筋付近で は．底洩網な

どの漁具が操築中Ｒ:岩石に引っかかって 切断 され

逾棄さ れたものの断片と思われるロープ などが多

数あり，潜水船の行動をかなり制約し観察に充分

なだけ海底面に接近して航走するのが困 難にな る

こともあった．

4.3. a　 第182 回 潜航記録

年月日:　1985 年？月23 日

潜航開始卮点：　 北緯32 ’ 29. 1’東経133 ’38.3 ’

乗船者：　 観察者　　　 中村光一

潜水船船長　　 井田正比古

潜航士　　　 内田徹夫

潜航開 始時刻　　jO 時 ５分

浮上時刻　　　　 】５畤 ４分

潜航時間　　　　 ４畤問59 分

ハッチ閉 鎖時間　　 ５時間48 分

最大潜航 深度　　760 m

梅象状況　 天候bc ，風向ＮＮＥ，扁力２，波浪2 ．

うねり １，視程　 ８浬

洵底状況　 底質　 礫まじりの砂ないし礫

視程　10m ，潮流40‘ 方向へ0.3  kt

Ｈ ：３?　 着底して 採泥管によ る採泥を試みる。

Ｈ:44　 採泥管を引 き抜いた時 かなり洗い出さ

れたがサンプ ルは採収さ れた（地点 Ｂ

●182 ／ｍＵｄ）。マニピュレータで 海底

を鰕って も岩盤等にはあ たらない。 潮

流はほと んど ない。

ll:46　 少し洵底 面の傾斜が 強くなり，紬 かい

礫も多くなる。 水深660 m 。

Ｈ:52　 海底而の傾斜がさらに強くなり， 礫の

方が多くなる。 水深650 m 。

l 】:5?　 ほと んど 礫の みからなる海底とな る。

礫の最大径２ ｍ， 水深625 m 。

12 : 01　 潜水船の前面に細い 延縄 が引 かかった

Ｓ

１２ ： 23

12 ： ２４

Ｓ

１２ ： 45

12 ： ４８

ので切断作業をする。

礫の累積のため，着底ができず。航走

を続ける。

秤底。 岩石を２個 採取する（地点c  #

182 ／02 －1 ，2 ）。礫の 上には海綿

サンゴの類の生物 が多く付着してい る。

j3 : 19　 水深640 m 。

j3 : 35　 礫が累積から，敷石状になる。 平たい

礫が方向性を もって配列しているよう

に見える。

】0:52　 着底｡ 水深660m 。底ｎ 礫まじりの砂。

流向流速220‘より0.3kt｡ 視程約10m.

視野の範囲内に尚さ30cl 以下の樹 枝状

のサンゴが４～ ５見える。

10:57　 採 泥管で採泥を 試みるが，10cl ほど海

底にささって も，引 き抜くと洗い出さ

れてしまい，採取で きない。

II :00　 丸い軽石を含む岩石 サンプ ルを４個採

Ｓ　　 取する（地点 Ａ， サンブ ル1182 ／01

11:16　 － ）～4 ）

｜】:22　 離底。航走開 始。

１１：２５　礫は少し 少なくなり，向底|齔h, 略210 °

方向より線状の模様が多数見える。 砂
Ｓ　　
質の翊積物が礫の後方に陰のようにた

｜】:29　 まっている。

11:30　 リップ ルマークと生物の 襲穴が見え る

Ｓ　　 が， リップ ルマ ークの顕着なところで

囗:32　 はMI 穴がない。
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13:37　 羞底のため注水|銅始。

13:40　 約210 幽方向に平たい岩石が尾根状に

辿なりている。

13 : 47　1ril戉（町貞7 ）。

13 : 54　 岩石採取（地点Ｄ 柵182 ／03 ）。

Ｍ : 02　300‘ で航走開始。

14:13　 礫を敷きつめた感じから。再び不規則

に礫が分布する海底景観となる。水深

680 励。

14 : 16　 少し海底に砂泥が出はじめ，礫径も小

さくなる。

Ｍ:18　 底質はかなり砂泥が卓越して来る。水

深700 m 。

Ｍ:20　 砂泥の海の･11に哩が島の如く浮いてい

る感じになる。

Ｍ；30　 海底に線状の模様が見える（写111 8 ）。

海膿には生物の巣穴が多く見える。水

深75n ll。



14 : 32　浮上開始。

4.3.b　足摺海丘の構造運動と角礫の成因

足摺海丘企体を通して基盤の露出というべきも

のは非常に少なく，基盤山来の大小の角礫が海底

iiの大部分を毅っている。角礫は大きさが径２ｍ

を超えるものは極めて少なく大部分はln, 以下で

石灰質のシルト岩～ 細粒砂岩である。 サンプ ル 。

】８０／０１－１のような柵粒な砂岩は少ない。 構

成粒子は石英，長石の砕屑柆の他，火山灰起源の

火山ガラスも見 られ，有孔虫 の辿骸を多く含み，

有孔虫 砂岩と称して良 いものもある。Ｍ質は粘土

鉱物と ミクライトの混合物である。角礫のほとんど

は，表而が全j.IIにわたって緑色～茶褐色をlilし，酸

化された状態Ｒ二あり，生物の防1着も兒られる。また，

粗粒なものほど脆く，生物による巣穴など が多数穿

たれている。このようなことから，以盤の地層は砂

岩･ シルト岩のljljMであったが, 現在はより物理的・

生物的 侵食Ｒ:対して弱い砂岩が 先に咄され。潮流に

よって運爬され。海底には 見られな くなり， より

JＭ運動による角礫化と断 層崖の崩壊によって生じ

ている。ここでも 粗拉で脆いものほど細かく破砕

され。運搬されて残 って いない（図14 ）。

物川1的・止物的 侵食に 対して強い シルト岩を巾心

にμj礫として残っていると 考え られる。

足摺海丘の 下部ほど，角礫は上部より崩落して

来た感をjj えるが， 頸部から陶 東劉iiにかけては，

角礫は累積している． 一方．北西斜iiliの|; 部は．

平石を敷 きつめたよう な感じで１μ･17. に示すよ

うに，平板な礫がＭ根状にな-1ているところもあ

る。 この よう な産 状は ， 圧 縮応yj 暘で 応 力 が 集巾

するよう なと ころ に 見 ら れ，Ｈｅｌｅｎｉｃ Ｔｒench な ど

で も観 察 例は あ る。 咀摺 海11 も企 体と して 圧縮 応

力場 にあ り，1刺東 側で は逆 断 川が 俘在 する こ と か

ら， この 地点 で も 川所的 に 地 川が バッ クリ ン グし

oｐｐroximolel ｙ 5m　　TfueverlicQlgole

四

て。このようになっているとも七えられるが，別

の成因も芍･えられる。７片 卵 で向かって 右側の

j'fiiは，lil摺洶斤.の北西佃|斜而に向かう 鯏で， 岩石

の割れ 方も人まかで，かつａ波探 代などから推定

される地JMiaiと走向，傾斜が一鍛するので 露頭と

考えられる． このむ石は シルト岩であ るのに対し

て． ヒドのＭ準は砂 岩で，生物による穿孔と潮流

による侵食の結 叭， 砂岩jM は火われて． シルト岩

JMが突出するようになった． その後． シ ルト冫冷j

も生物による穿孔などに より弱くなり，突j,llした

根 卮で折れて，lll根 のylj!||ににられる反対傾斜の

lfliを形作･,たと も４えられる． 海岸鴿のように.
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図３の冖波探心記録の解釈図。矢印の

部分を２に杖式的に示す。

2. ａ ～d. 足 拙 淘11 の 暘 造 巡 動 と 礫 の|戉 囚

の 摸 式 図 。

1.1ntel'p ｒｅtａtｌｏｎ ｏｆ the seismic

profile in rig ， 3. An ａｒｒｏｗ indicates

ihe sile showing schematic diagram

ｂｅ】ｏｗ.

2. ａ ～d. Ｓｃｈｅｍａtic diagi･･am showing

I  he relation between t ｅｅtｏｎｉｃ movement

ｏｆ Ａｓlliｚul･ｉ Ｋｎ(,)l alld Ihe fol･mation oll

gl ａ`ｖelｓ.

IS  7

波浪による侵食・連搬作用の大きなところではこ

のような崩埴物は直ちに迴び去られて，宮崎県青

口で見られるような「洗凧岩」状の景観Ｒ:なるが

ここでは述搬作用も小さいため，このような景観

になると考えられる。これに対して。頂部から南

東刪の劉而の礫の累積は，足摺洵丘を形成する断



足 摺 海 丘 北 西 側 斜 面 で は ，700 m 以 深 に な ると

基盤 は 新 し い堆 積 物 に 次 第に 覆 わ れ て 来 る （写 其

８ ）。こ れ は｡ 図 ３ の 音波 探 査 断 面 で 見 ら れ る 土 佐

海 盆 に 綾 く 堆積 物 Ｒ:よ る 被 覆 の末 端 を 見 て い る と

考 え られ る 。

5. 微 化 石 分 析 結 果

5.1　 第180 回 潜 航 （足摺 海 丘 ）

5.1.  a　 有 孔 虫 化 石

地点 Ｂ の 砂岩 （＃180 ／01 －1 ） は,  Globar 。.

tali･a　j,･s, ｓaXx,lilaidos とG.  tosa 。lｓij と

が 共産 し ， 凡%ile 夕vial  it.･ａ obhquiloculotQ

（ －μi ｓ･IXi ｓ ）de ｘtｒal も 含 む こ と か ら ， Ｎ.22

り｡6 －1. ０ Ｍ ａ） に 相 当 す る と 考 え ら れ る 。 そ の

ほ か,  G.in/lata.  G.menerdii,  G.scilula,

Gds. ｓgali ｙs,l. Ｇｊｓ. ごＱ詞ｊyaa αＸｌｊ. ０.１ｓi.

ｕ,･ｊａ. Ｇ. ＆lgX ｒ11 を 蠧 む 。

5.1.b　 ナ ン ノ化 石

地 点 Ｂ の 砂 岩 （#180/01 －1 ）｡ 地 点 Ｂ の 泥 岩

（1180 /01 －3 ）， 地 点 Ｃ の 砂 岩（S180/02 ）， 地 点

Ｄ の 泥岩（1180/03 ） の ４試 料 い ず れ か ら も ナ ン

ノ化 石 は 見 出 せ な か っ た。

5.2　 第181 回 潜 航 （蜜 戸 海 丘 ）

5.2.  a　 有 孔 虫 化 石

地 点 Ｂ の シ ル ト岩 基 盤 （ ＃181 － Ｄ に は ほ と

ん ど 含 ま れ な い 。

|司 地 点 の 石 灰 岩 礫 （ ＃181 －Ｄ ）は， Ｇ.i ・ ／-

lata. 戸'iti tenia  ti夕叨 ｓpp. （de ｘt ） を 含 む が ，

Sphaeroidine118 系 歹||と Ｇ.Xas αs 夕lｓ15 -tru 。ca  -

tuli 。∂ijl ｓ 系 列 が 全 く 見 ら れ な い 。 その ほ か｡

C.  menardii,  G.  bulloides,  G.  /≪/cowea ≪$.

G.  giuti 。ａｌａ，Ｇ.ｒsg6gｒ ，Ｇ.ds,ls ｙlｒli を 含 む 。

N21 －N22 （お そら くPleistocene Ｆ部 囗 こ相 当

す る と 考え られ る 。

5.2.b　 ナ ン ノ化 石

地点 Ｂ の シ ル ト岩 基 盤 （＃181 － Ｄ は. Ｃ,11 ・

cidtscus  teptopo Γa  , Discoaster  b ・・μ・gn.

Discoasler variabi  lis.、Ｈ ｅｔｉｃｏｓ鯑ａｅｒａ ｃａｙ．

jln. 励 削 ａs鯑6,1ｒａ syracusana  Reiiculofs 夕lalM

japonica を 含 み. Ｇ. 。ｃｓ。,･ｇ を 含 ま な い こ と か

ら ， 鮮 新 世 後 孚 の も の と 考 え ら れ る 。

1同 地 点 の 石灰 岩 礫 （＃ ）８１ －Ｄ 凵 こは ， 穴 ま れ

な い｡

5.3　 第182 回 潜 航

IS* JAMSTECTR　DEEPSEA RESEARCH　GgS6 ｝

5.3.ａ　 有孔虫化石

地点 Ａの細粒砂岩（＃182 01 一２）は，保存

:ま惑い ものの, Globorotaiia ｃｆ.lasｇｌｓsiｓ を

きみ，Ｇ.jΓμ・ｃａｈ,ji。oides が見られないことか

ら.N21 に相当すると考えられる。

5.3. b　 ナン ノ化石分折

地点 Ｂの表層の泥（g 182 ／ｍｕd）は， Ｃａｊ-

cidtscus js μ μｙａ， ε・iliania tx,jx/ りII .

Ｇりhyroca ρsq oceani ㎝.j4Xicaj μ･aera  car ■

XIｒi. 戸∂・iosphaera japo 。iax. 戸。りrｓｃａ-

ｓａｓａ. 掫罅&ゐ申4匐即 夕ａｊａｒα，ぴmbilicos 。

phaera sibogae を含み，0.26Ma 以降の 推稻

吻であ る。

地点Ａの極 細粒砂岩（＃182 ／01 －2）には，

呆存の慂いナンノ化石が極少蛍含まれているだけ

Ｃある。 地点Ｃ のシルト岩（#182 －01 －1 及び

1182 ／02 －2 ），地点Ｄのシルト岩（＃182 ／03 ）

5･らは化 石は 見出 せなかった。

以上のことから，室戸梅丘・足摺洵丘は鮮新絖

～下部 更新統によって構成されていること は，ほ

ぼ問違いない。 砂岩シルト岩という岩質から考え

て，その堆積時には，両洵Ei:は現在のような明瞭

な高まりで なく，堆積盆地内にあって， 第四 紀に

なってから隆起し始めたと 考えられ る。 さらに シ

ロウリガ４などの 貝の密集が観 察さ れることを 考

え合わせると，両 海丘を形成した呱呱活動は，現

在も活動巾であ る可能性が高い。 特に足摺海11は，

Ａｎｄ。（1982 ）|こよって 推定 された南海道 大地震

を起こした主断層に近く，その.tj方延長に相当する

可能性があ る。
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写良 １， 室 戸 海 丘 東側 斜 面に分布 す る

Calypotogena sp. の死貝（水深

600m 付 近）｡1985 年 ２月 の 亊

前調査時 に深海曳航式カ メラに

よって撮彬。

Dead shells of Ｃａｌypotｏｇｅｎａ

sp. at the eastern ｓlope of

tｈｅ Ｍｕｒｃtｏ Knoll （ａt the

ｗａtｅr depth of abo ｕt 600 m ）.

Ｐｈｏtｏｇｒaph was taken ｂy

deep sea ｃａｍｅrａ system

during site survey. Feb. 1985

写真2. 着底垉点 付近のり･７プ ルマ ーク

(水深７１０ｍ)．流れは前方 より

手 前lこ向かい40cr ｎ／ｓ.以 上 の

値 が計測された．(図４のＡ地6Q).

Ripple mark at near the Ian-

ding point(710 m). Ｂｏttｏｍ

current ｏｆ mare than 40ca/s.

frＱｍ front tｏ back was meas･

ured  (point A in fig.4).

写 頁3. 堆 積 岩 の 礫 の 下 部Ｒ二固 盾･す る チ

． － ブ 状 生 物(Vest ｉｍｅｎtiler ａ

ｓp,). チ ュ ー ブ の 心 径l c ・ ， 長 さ

20cl 程 度 ，礫 を 除 去 し たあ と の

砂 は 黒 色 を 呈 す る( 写 真 右 下).

Ｔｕbe like organism ａｄｈｅring

tｏ the lower part of cobble of

sedimentary rock. Diameter

ａｎｄ 】ｅｎｇtll of the tube a ｒｅ 1 CB

and ａｂｏｕt 20c ・ respectively.

Black ｓａｎｄ ａｐｐｅａred after the

remove of the cobble(lo ｗｅｒ

right of the photog ｒaph).
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写真4. 海 底S こ点 在 す る 巨 礫 ， シ ル ト岩

基 盤 を 極 薄 い 砂 泥 が 覆 っ て い る

(13 : 47).

Ａ ｂｏｕlder s ｃｃａteｒｅｄ ｏｎ the

sea-bottom.  Very thin sand

and mud cover siltstone base-

ｍ ｅｎt(13 : 47).

写真５　 密 集した 礫の 覆い。

Dense cover of gravels.

写 貞6. 礫 に覆 わ れな い シルト岩 の露 頭。

前 方IC 礫 の密 集 部 が みえ る。

Outcrop of si  Its tone ｗithoｕt

gravel cover. Dense ｃｏｖｅｒ ｏｆ

gravels ａ爬 ｓｅｅｎ ｏａ the upper

part of the pllot ｏｇraph 、

１９ １



１９ ２

写軣７　 足摺海丘南東斜面上部の地層の露出と礫

(地点 Ｄ，Diｖe ＃182).

Outcrop of silt ｓtｎｎｅ with grａｖｅ]ｓ in the upper part

of southeastern slope of Ashizuri Knoll

(Site D ， Diｖe ＃182).

与 真 ８　 浮 上.点 付近 の↑.佐 海盆1ζ二絞 く堆積物 とそ の 上に 見ら れる 線

状 の模 様（Di ｖe S182 ）.

Ｓｅｄｉｍｅｎt fi】］continued t ｃ the deeper pal ｌ` ｏｆ Tosa

Ｂａｓｉｎ ａｎｄ ］iniatinns ｏｎ its surface. near the end of

Dive l 】82.
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